
ICTを活⽤する新しい地域交通システムのサービスデザイン

⽬的︓交通システムの有効活⽤による地域コミュニティの活性化
 今後，地⽅問題の解決にはコミュニティ間の連携が不可⽋
 まずは⼈と物の流れ（＝交通）からアプローチ

課題︓宮城県⽯巻市周辺を題材とした交通サービスのデザイン
 ⽣活に⾃家⽤⾞が不可⽋な⼀⽅，⾼齢化で運転できない⼈多数
 地域開発や地域産品のアピールが弱く，活性化を推し進めにくい
 東⽇本⼤震災により，地⽅問題が加速・顕在化した地域でもある

 本課題への取り組みは，同様の問題を抱える地域の
活性化に向けたモデルケースにもなりうる
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